
照
射
が
可
能
で
省
ス
ペ
ー

ス
化
が
計
れ
、
空
調
費
も

削
減
す
る
事
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
植
物
に
よ
り

育
成
に
必
要
な
光
の
波
長

が
違
う
特
性
を
利
用
し
、

Ｈ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
を
最
適
な
波
長

に
す
る
事
で
通
常
の
露
地

栽
培
と
比
較
し
て
栄
養
価

の
高
い
、
機
能
性
野
菜
の

生
産
が
可
能
で
す
。

　

こ
う
し
た
栽
培
シ
ス
テ

ム
は
空
き
倉
庫
、
空
き
ビ

ル
、
地
下
室
な
ど
を
有
効

利
用
で
き
ま
す
。
長
浜
で

は
上
田
産
業
㈱
と
連
携
し

て
敷
地
内
に
長
浜
工
場
を

整
備
し
、
日
本
で
初
め
て

植
物
工
場
内
で
の
機
能
性

野
菜
ア
イ
ス
プ
ラ
ン
ト
が

生
産
さ
れ
、
長
浜
バ
イ
オ

大
学
生
が
名
付
け
た
「
ツ

ブ
リ
ナ
」
の
名
称
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

　

人
工
照
明
に
よ
る
室
内
栽
培
は
、
農
薬
を
一
切
使
わ
ず
、

雑
菌
の
少
な
い
安
心
で
安
全
な
野
菜
の
安
定
供
給
が
可
能
で

す
。
日
本
ア
ド
バ
ン
ス
ト
ア
グ
リ
株
式
会
社
で
は
人
工
照
明

と
し
て
、
蛍
光
灯
よ
り
省
電
力
で
発
熱
の
少
な
い
、
ま
た
Ｌ

Ｅ
Ｄ
よ
り
安
価
な
、
Ｈ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
電
極
蛍
光

管
）
を
開
発
し
ま
し
た
。
発
熱
が
少
な
い
事
に
よ
り
、
近
接

　

温
暖
化
対
策
に
役
立
つ

屋
上
緑
化
資
材
と
し
て
ス

ナ
ゴ
ケ
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
ス
ナ
ゴ
ケ
は
乾
燥

や
熱
さ
寒
さ
に
強
く
、
土

や
肥
料
も
不
要
で
、
雨
水

や
露
だ
け
で
育
つ
の
で
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
が
要
り
ま
せ

ん
。
ま
た
他
の
植
物
と
同

様
に
光
合
成
に
よ
り
二
酸

化
炭
素
を
吸
収
し
、
酸
素

を
放
出
し
ま
す
が
、
一
般

的
な
植
物
は
枯
れ
て
ま
た

は
落
葉
し
て
腐
食
分
解
さ

れ
二
酸
化
炭
素
と
な
る
の

に
対
し
、
コ
ケ
は
腐
食
が

極
め
て
緩
慢
で
あ
る
た
め

長
期
的
に
二
酸
化
炭
素
の

固
定
化
が
可
能
で
す
。
し

か
し
反
面
、
育
成
に
時
間

が
か
か
り
、
広
大
な
栽
培

地
が
必
要
な
た
め
生
産
効

率
が
上
が
り
に
く
い
と
い

う
欠
点
が
あ
り
ま
し
た
。

　

明
豊
建
設
で
は
ス
ナ
ゴ
ケ
の
品
質
管
理
や
安
定
供
給
等
を
可

能
と
す
る
た
め
の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。温
暖
化
対
策
の
他
、

断
熱
効
果
も
期
待
で
き
る
事
か
ら
、
ビ
ル
や
工
場
、
商
業
施
設

向
け
の
需
要
が
高
ま
っ
て
お
り
、
新
た
な
地
域
産
業
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

株式会社　明豊建設

アニマルバイオサイエンス学科
時空動物学研究室　野村慎太郎教授

日本アドバンストアグリ株式会社

スナゴケ量産化
品質管理・安定供給

アイスプラント
高栄養価機能性野菜

植　物　工　場
長浜バイオインキュベーションセンター

　

生
物
は
受
精
を
起
点

と
し
て
死
に
至
る
ま

で
、
様
々
な
環
境
変
化

に
対
応
し
た
生
体
反
応

を
行
っ
て
い
ま
す
。
当

研
究
室
で
は
こ
の
仕
組

み
を
解
明
し
、
生
体
障

害
の
修
復
、
あ
る
い
は

疾
病
発
病
予
防
に
対
し

有
用
な
知
見
を
得
る
こ

と
を
目
的
に
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。

施　設　見　学　会 14：00 ～
■『B コース研究室見学型』および『C コース長浜サイエンスパーク企業見学＆本学研究室見学型』にてご見

　学いただける本学研究室とサイエンスパーク企業（長浜バイオインキュベーションセンター）のご紹介です。

　

当
研
究
室
は
、分
子
生
物
学
や
発
生
工
学
（
遺
伝
子
導
入
動
物
、

ク
ロ
ー
ン
動
物
）な
ど
の
基
礎
生
物
学
的
手
法
を
用
い
た
研
究
と
、

病
理
学
を
中
心
と
し
た
医
学
生
物
学
の
領
域
双
方
を
カ
バ
ー
し
、

所
属
す
る
学
生
に
手
技
の
み
な
ら
ず
、
医
学
生
物
学
的
な
考
え
方

を
習
得
で
き
る
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

組
織
の
損
傷
に
対
す
る
修
復
反
応
は
、
発
生
過
程
の
臓
器
形
成

反
応
を
繰
り
返
す
と
推
察
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
我
々
は
骨
組
織

に
お
け
る
骨
折
修
復
反
応
で
発
生
過
程
に
使
わ
れ
た
遺
伝
子
が
再

び
発
現
す
る
こ
と
を
見
出
し
、
こ
れ
ま
で
の
推
論
を
分
子
生
物
学

的
に
証
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
動
脈
硬
化
な
ど
石
灰
化
を
伴
う
病
変
で
も
、
発
生
過
程
と

修
復
過
程
に
用
い
ら
れ
る
遺
伝
子
（
た
と
え
ばosteopontin

な

ど
）
が
強
く
発
現
し
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は「
病
気
と
は
組
織
修
復
反
応
が
過
剰
に
起
こ
っ
た
り
、

遅
延
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
を
呼
び
起
こ

す
も
の
で
す
。

ま
た
現
在
、
我
々
は
力
学
的
負
荷
に
対
応
し
た
骨
組
織
の
変
形
が

起
こ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ツ
ブ
リ
ナ

の
試
食
が

で
き
ま
す



コンピュータバイオサイエンス学科
和田健之介教授

ロボット制御や 3D ステレオ CG などを通じて、
最先端のプログラミング技術を楽しく遊びながら
習得する独自のカリキュラム

　他大学とは大きく異なり、先進的な技術を習得する意欲に満
ちた学生には、回生を問わず、さらに、バイオサイエンス分野
に限定することなく、様々な学習教材を活用することで、積極
的に最先端ＩＴを学ぶための英才教育を実施しています。

　

本
学
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

で
は
、
大
規
模
遺
伝
子
デ
ー
タ
の
解
析
や
、
タ
ン
パ

ク
の
三
次
元
構
造
の
研
究
な
ど
に
必
要
な
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
技
術
を
習
得
す
る
他
、
学
生
た
ち
が
Ｉ
Ｔ
企

業
に
進
む
場
合
に
必
要
と
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技

術
を
習
得
す
る
た
め
に
卒
業
研
究
に
お
い
て
、
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
や
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
、
ス
テ
レ
オ
立
体
視
、
ロ

ボ
ッ
ト
制
御
な
ど
の
要
素
技
術
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
る
こ
と
で
、
最
先
端
技
術
を
楽
し
く
学
習
で
き
る

よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
ス
実
習
で
は
、

３
Ｄ
モ
デ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
メ
タ
セ
コ
イ
ア

を
使
っ
て
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

や
乗
り
物
な
ど
を
作
成

し
、
モ
デ
リ
ン
グ
の
基
礎

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
実
習
で
は
、

VisualStudio2010

を
使
用
し
て
、C#

の
基
礎
を

学
習
し
、
学
習
速
度
が
速
い
学
生
に
対
し
て
は
、
３

Ｄ
ゲ
ー
ム
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
挑
戦
し
て
も
ら
い
ま

す
。
特
に
３
Ｄ
系
の
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ゲ
ー
ム
の
開

発
に
必
須
な
ベ
ク
ト
ル
解
析
や
微
積
分
な
ど
の
数
学

的
基
礎
に
つ
い
て
も
、
学
習
者
の
理
解
レ
ベ
ル
に
合

わ
せ
、
基
礎
の
基
礎
か
ら
懇
切
丁
寧
に
わ
か
り
や
す

く
教
え
て
い
ま
す
。

　

卒
業
研
究
で
は
、
既
に
Ｉ
Ｔ
企
業
へ
の
内
定
が
決

ま
っ
た
学
生
達
に
対
し
、
最
先
端
Ｗ
ｅ
ｂ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
で
あ
るH

TM
L5

やW
ebGL

の
特
別
勉
強
会

を
実
施
し
た
り
、
二
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
を
使
っ

て
、
組
込
系
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
勉
強
を
楽
し
く
進

め
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
実
習
で
は
、M

sSQ
L

の
基
礎
を

習
得
し
て
も
ら
っ
て
か
らPH

P
やJavaScript

な

ど
の
学
習
に
進
み
、
掲
示
板
の
作
成
や
、
実
用
的
な

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
設
計
、
ｅ
コ
マ
ー
ス
サ
イ
ト
の
構

築
な
ど
、
社
会
に
出
て
か
ら
即
戦
力
と
な
る
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
ま
す
。

　

滋
賀
医
科
大
学
と
共
同
で
開
発
し
て
い

る
医
学
基
礎
教
育
教
材
の
開
発
で
は
、
ス

テ
レ
オ
立
体
撮
影
が
可
能
な
放
送
業
務
用

の
ハ
イ
エ
ン
ド
３
Ｄ
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
使

　

大
規
模
な
遺
伝
子
解
析
や
複
雑
な

タ
ン
パ
ク
の
構
造
解
析
は
言
う
ま
で

も
な
く
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で

の
消
費
者
分
析
や
リ
コ
メ
ン
ド
サ
ー

ビ
ス
に
も
、
大
規
模
な
デ
ー
タ
を
分

析
す
る
技
術
が
必
須
と
な
り
ま
す
。

　

通
常
の
大
学
で
は
、
大
学
院
に
進
学
し
て
か
ら
並
列
マ
シ
ン
の
使
用

を
学
習
し
ま
す
。

　

卒
業
研
究
で
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
を
使
っ
た
作
品
制
作
を

行
う
場
合
に
は
、Photoshop, 3dsM

ax, M
aya, 

■
楽
し
く 

学
習
す
る
た
め
に
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
や
ゲ
ー
ム

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
基
礎
力
を
磨
く

■
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
実
習
で
開
発
現
場
に
必
要
な
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
る

■
３
ＤCG

とW
eb

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技
術
を
活

用
し
た
発
展
研
究
テ
ー
マ

■
並
列
計
算
機
を
利
用
し
た
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

prem
iere, AftetEffcts, 

ク
ロ
マ
キ
ー
ソ
フ
ト
、

モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ

ソ
フ
ト
な
ど
を
使
っ
て
、

よ
り
高
度
な
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
の

製
作
実
習
を
行
い
ま
す
。

用
し
て
、
脳

や
臓
器
な
ど

の
貴
重
な
解

剖
学
資
料
の

３
Ｄ
立
体
映
像
を
撮
影
・
編
集
し
た
り
、

Flash

やW
ebGL

を
使
っ
て
、
イ
ン
タ

ラ
ク
テ
ィ
ブ
な3D

 W
eb

コ
ン
テ
ン
ツ

の
開
発
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

を
許
可
さ
れ
ま
す
が
、
本
学
で
は
３
年
次

や
４
年
次
の
学
生
で
あ
っ
て
も
、
能
力
さ

え
あ
れ
ば
、200

個
近
い
Ｃ
Ｐ
Ｕ
を
並

列
に
動
作
さ
せ
てM

PI

な
ど
の
並
列
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
技
術
を
使
う
こ
と
で
、

様
々
な
大
規
模
デ
ー
タ
の
解
析
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。


